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高効率で更新性の良い

ルームエアコン方式の採用

（病室：ベット毎）

高効率LED照明とHf照明

明るさセンサーによる照明制御

・自然採光の効果を十分活用するため昼光制御

・無駄な照明エネルギーを削減するため適正照度制御

人感センサーによる照明制御

・居室で不在になりがちな空間は照明の消し忘れ防止の

ために人感センサーによる照明点滅または調光制御

中央監視（ＢＥＭＳ）

エネルギー管理データによる

省エネルギー意識の啓発

屋上緑化

高効率変圧器による

変換エネルギーロスの削減

高効率熱源機器の採用

コジェネ排熱利用冷温水機など

高効率熱源機器の採用

高効率モジュールチラー

空調ポンプなどのインバータによる

変流量制御

冷温水の大温度差送水によるポンプ

搬送動力の低減

空調ゾーニングの細分化

日射負荷を抑制するバルコニー、

複層ガラスを採用

太陽光発電による

エネルギー利用

太陽光+蓄電池+LED外灯

太陽エネルギーを効率よく活用する

太陽熱給湯システム

（103,000kcal/日）を採用

 

 

環境に配慮した病院 

９．環境配慮計画 

(１)自然環境への配慮 

■自然エネルギーの恵みを利用 

・太陽光発電式屋外照明および太陽熱給湯システムを採用します。 

・積極的に自然光を取り込む計画とします。 

■自然の厳しさを和らげる 

・バルコニーの設置や複層ガラスの採用、極力西陽を避けた建物配置

により、日射負荷を抑制します。 

・屋上緑化、屋上庭園により、外部環境に配慮します。 

 

(２)省エネルギー対策 

■照明エネルギーの削減 

・各種センサー（明るさセンサー・人感センサー）による点滅・調光

照明制御を行います。 

・高効率 LED 照明および Hf 照明器具を採用します。 

■空調エネルギーの削減 

・空調ゾーニングを細分化し、ゾーン別の運転制御を可能にします。 

・病室はルームエアコンの採用による高効率運転とします。 

・コジェネレーションシステムにより発電および排熱を空調に利用し

ます。 

・大温度差送水、各種インバータ制御（変流量制御など）により搬送

動力を削減します。 

■給湯エネルギーの削減 

・太陽熱利用により給湯エネルギーを削減します。 

■運用エネルギー削減 

・各種エネルギーデータの計測、エネルギー目標設定により省エネル

ギー意識を啓発します。 

 

(３)電力カット対策 

■集中制御 

・空調・照明の集中制御により、温度緩和設定・照度設定（減光）・点

滅（まびき点灯）制御を行うことで電力のピークカットに対応しま

す。 

■熱源エネルギー多重化 

・熱源（電気・ガス併用熱源）の運転パターンを多様化することによ

り、電力ピークの増長を抑制します。 

 

 

(４)ＣＡＳＢＥＥ 

■ＣＡＳＢＥＥ クラスＡ 

・省エネルギーや環境負荷の少ない資機材の使用といった環境配慮は

もとより、室内の快適性や景観への配慮なども含めた建物の品質を

確保することにより、ＣＡＳＢＥＥ（建築環境総合性能評価システ

ム）クラスＡを実現します。
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１０．防災計画 

(１)防災計画の基本方針 

  計画建物は、用途が病院であるため、災害に強く、安全性の高い建物となるよう計画します。 

構造は免震装置を備えた鉄骨構造とし、耐震性・耐火性の高いものとして計画します。 

内装仕上材も極力不燃化し、出火・延焼の防止をはかります。 

法令に定められた防災設備を完備することはもちろん、防災上さらに高い安全性を確保した建物と 

なるよう以下の点に留意した計画とします。 

 

①階段は、建物の端部及び中央部に分散配置し、各室からの２方向避難が可能な計画とします。 

 

②不特定多数が来院する 1～2 階には吹抜けを設け、建物の全体像がわかりやすい計画とします。 

 

③病棟階（５～９階）には、水平避難が可能な防火区画を設け、各区画に避難階段、非常用エレベータを

設けます。病棟階の廊下を横断する防火区画は、煙感知器連動閉鎖型の特定防火設備とし、避難経路は、

耐火構造の壁として安全性に配慮します。 

さらに万一の最終避難に備え、外部階段に接続したバルコニーを設置します。病室のバルコニーに面し

た窓は掃出し窓とし、避難に配慮します。 

 

④全館スプリンクラーを設け、火気使用室である厨房は単独の防火区画とし、延焼防止をはかります。 

 

⑤３階手術エリア及び ICU･HCU･人工透析エリア等の集中治療エリアは独立した防火区画とし、以下の点

に配慮します。 

 ・手術エリアでは、中央屋内階段へのルートと東屋外階段へのルートを確保します。 

・集中治療エリアでは、中央屋内階段と西側屋外階段へのルートを確保します。 

 

⑥火災時の排煙方式については、自然排煙または機械排煙による計画とします。100 ㎡以下の室について

は建築基準法告示１４３６号を適用し、内装を不燃化し排煙免除とします。 

 

⑦全館禁煙とし、火気管理を徹底します。 

 

■敷地と道路 

敷地内への消防活動車両の主たる出入口は南側とし、緊急時においては、東側からの進入も可能とし、緊

急時には、速やかに消防活動が行えるように計画します。また防災センターは１階に設置し、病院玄関の近

くに計画します。 

 

 

 

 

 

■避難階の位置 

敷地の高低差を活かした断面構成により、１階の南側、西側、Ｇ階(地下１階)の北側、東側で屋外への避

難が可能な計画とします。 

 

■防火区画の計画 
 

①面積区画として各階は 1500 ㎡以下に区画します。 

（スプリンクラー設備を設けた部分の床面積の１／２に相当する床面積を除く） 

 

②防火区画は、各階の層間区画（水平区画）を原則とし、他階への延焼防止を図ります。 

 

③層間区画の困難なエレベータシャフト，階段室，ＰＳ，ＤＳ等は竪穴区画（垂直区画）とします。 

防火区画貫通部の処理は法令に準拠した工法、又は大臣認定工法によります。 

 

④ＥＰＳは原則として各階毎にスラブを打設し、各層ごとの区画（水平区画）とします。 

 

⑤出火の危険性の高い厨房は単独の防火区画とします。 

 

⑥病棟階は病室間（３室以下かつ 100 ㎡以下）及び病室－廊下間を、防火上主要な間仕切り（建築基準法

施行令１１４条）とした耐火構造とし、避難経路の安全を確保します。 

 

■安全区画の計画 

本計画は、不特定多数である利用者の災害時における避難に留意し、安全区画を設定します。原則として

居室と廊下を防煙区画し、廊下を避難上安全区画とするよう計画します。 

避難は、火災室の避難から始まり、各居室からは安全区画である廊下を経て、さらに屋内および屋外避難階

段により避難階へと避難する計画とします。 

以上のような避難を円滑に行うために、避難誘導設備として非常放送・非常照明・通路誘導灯・避難口誘導

灯を諸法令に従い設置します。また、安全区画に面する扉は、原則として不燃性の自閉式扉とします。 

 

■１、２階の吹抜区画 

    エントランスホールの吹抜区画については、建築基準法施行令 112条9-1 を適用します。 

内装仕上げについては、下地･仕上共不燃とします。 
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１０．防災計画 

  （２）防災設備一覧表   
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